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回覧

第15回古河市行政自治会親善ソフトボール大会

※『行政自治会だより』は古河市公式ホームページ（市民協働課）からも
　ご覧いただけます。

第15回古河市行政自治会親善バレーボール大会

大会結果（優勝チーム）

チャレンジ部門
（男子）

参加16チーム

Ａ 上辺見南町行政区
Ｂ 下大野行政区　　Ｃ 女沼行政区
Ｄ 諸川松原行政区

エンジョイ部門
（男女混合）
参加23チーム

Ａ 旭自治会　　　　Ｂ 坂間町自治会
Ｃ 緑町自治会　
Ｄ 雷電二丁目自治会
Ｅ 下尾崎一行政区　Ｆ 松原町自治会

　令和６年６月２日（日）、第15回の行政自治会親善ソフトボール大会が行われました。会場はチャレンジ部門
が幸土　上大野グラウンドでエンジョイ部門が渡良瀬河川敷のリバーフィールド古河で行われました。昨年は大
雨による冠水のため中止となったため、２年ぶりの大会となりました。昼頃に雨が降ってきましたが、参加者同
士声をかけあいながら楽しくスポーツをする事ができました。
� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員　関　一郎）

　令和６年８月25日（日）、第15回の行政自治会親善バレーボール大会が行われました。
　諸事情により４人制ソフトバレーボールのみを「イーエスはなもも体育館」で行う事となりました。４人制で
はフリーの部とシルバーの部に分かれ、フリーの部では26チームが４ブロックに分かれ、Bコート～Gコート
までの６コートを使用してブロック優勝をかけて対戦しました。シルバーは５チームの１ブロックでした。　　
� （広報委員　関　一郎）

渡良瀬河川敷のリバーフィールド古河
（エンジョイ部門の会場）

イーエスはなもも体育館
（どのコートも元気いっぱいのプレーが見られました）

分　類 ブロック 優秀賞チーム

フリーの部

Ａ ブロック 小堤グリーンタウン

B ブロック 上大野行政区

C ブロック 諸川東西松原

D ブロック けやき平自治会

シルバーの部 A ブロック 駒羽根住宅団地
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編集後記
　今年もあと１ヶ月。皆さん、「五気力」ってご存知ですか？
①「元気」、②「陽気」、③「根気」、④「強気」、⑤「やる気」。
　私は、この五つの元気な力「五気力」があれば、自治会、行政
区活動等、日々の生活が、きっと明るく、楽しいものになるので
はないかと思っています。なかなか難しいことですが・・・・
　そして、皆さんもこの「五気力」で今年の「辰年」を締めく
くって下さい。
� 　（広報委員長　長濵　忍）

行政自治会広報委員会
委員長　
長　濵　　　忍

委　員
秋　山　和　彦　　　関　　　一　郎
小　野　　　等　　　佐　野　義　光
鎌　仲　英　俊　　　湯　本　　　亨
関　根　　　徹　　　梅　津　信　男
村　上　直　久

「こがでくらすと」ブランドムービーはこちらから　

令和６年度　地区長・副地区長視察研修
　令和６年７月２日（火）、24名の地区長・副地区長の参加を得
て視察研修を行いました。
　研修先は、埼玉県吉川市自治連合会。テーマは「地域の課題は
地域で解決する為の勉強会」。講師は、吉川市自治連合会長の石
井亮英氏と吉川市市民参加推進課の松井勉氏でした。また、吉川
市市民参加推進課長の青柳氏も出席されました。
　はじめに、吉川市の紹介がありました。吉川市は、埼玉県の一
番東の端に位置し、江戸川・中川などに囲まれた川の郷で、その
川辺に葦（よし）が繁る風景が地名の由来となっています。ま
た、吉川市と言えば「なまず」が有名で、市のイメージキャラク
ターにもなっています。
　テーマの「勉強会」は、自治会加入率の低下、役員のなり手不
足、会員の高齢化、人間関係の希薄化など、「自治会」が抱える
課題を解決する為に、自治会の「もっと話し合いたい」と、行政
の「事業を行いたい」と言う、自治会と行政の意見が一致し、発
足しました。
　勉強会には「多文化共生」・「自治会課題」・「地域減災」・「高
齢化支援」と４つの分科会が設けられ、それぞれの分科会で、さ
まざまな課題に、市民・自治会・行政が協働で取り組み、解決へと行動する事例の説明がありました。
　市民・自治会・行政が、対等な立場で協力し、知恵を出し合い、具体的に行動することが、地域の課題は地域
で解決する為に大切だという事を改めて学んだ研修会でした。� （広報委員　村上　直久）

集合写真

研修会の風景

地域防災勉強会～水害から命を守るために～
　令和６年９月８日（日）、共和電設とねミドリ館にて第13地区コミュニティ地
域防災勉強会が開催されました。今回は「水害から命を守るために」という内容
で188名が参加し熱心に学びました。市総務部参事兼防災監の石井様から自分の
住んでいる場所がどの位浸水するのか、そしてどのタイミングでどこへ避難すべ
きかとの話があり、自分の避難スケジュール「マイタイムライン」の作成を行
い、水害への意識が高まりました。� （広報委員　鎌仲　英俊） 勉強会の様子


